
 

令和元年度 全国学校保健・安全研究大会 

埼玉県実行委員会 



令和元年度全国学校保健・安全研究大会開催要項 

 

１ 趣 旨 

近年の社会環境や生活環境の急激な変化は、子供の心身の健康にも大きな影響を与

えている。学校生活においては、メンタルヘルスにかかわる課題、アレルギー疾患、

性に関する課題、依存症、感染症など、現代的な健康課題は多様化かつ深刻化してい

る。また、登下校中の交通事故や不審者への対応など、学校管理下における子供の安

全と安心確保がますます重要な課題となっている。さらには、東日本大震災をはじめ

各地で発生する自然災害等を鑑みた新たな「防災教育」の充実、原子力災害への対応

など、新しい課題も発生してきている。 

これらの課題解決を図るためには、学校全体として学校保健・学校安全に取り組む

校内の組織体制を整備するとともに、学校・家庭・地域が一体となり、確かな学力、

豊かな心、健やかな体の調和を重視する「生きる力」を育む教育を推進していく必要

がある。 

本大会は多年にわたる研究成果を踏まえ、生涯を通じて心豊かにたくましく生きる

子供の育成をめざして、諸課題について研究協議を行い、学校保健・学校安全の充実

発展に資するものである。 

 

２ 主 題 

生涯を通じて、心豊かにたくましく生きる力を育む健康教育の推進 

 ～主体的に健康課題の解決に取り組み未来を拓く子供の育成～ 

 

３ 主 催 

文部科学省、埼玉県教育委員会、さいたま市教育委員会、（公財）日本学校保健会、 

埼玉県学校保健会 

 

４ 期 日 

令和元年１１月２１日（木）・２２日（金） 

 

５ 開催地及び会場 

開 催 地 埼玉県さいたま市 

会   場 ソニックシティ（さいたま市大宮区桜木町一丁目７－５） 

 

６ 内 容 

（１）全体会（開会式、表彰式、記念講演） 

・開会式 

・表彰式 

学校保健・学校安全の功労者に対する文部科学大臣表彰を行う。 

・記念講演 

 講演内容 「子供のインターネット利用と健康」 

 講  師  埼玉大学 教育学部 教授 戸部 秀之 

 



（２）課題別研究協議会（別表） 

１０課題について、課題別に研究発表、研究協議、指導助言及び講義を行う。 

（３）全国学校保健会中央大会 

 

７ 日程及び内容 

【１日目】１１月２１日（木） 

   11:30    12:00  12:30  13:00    14:00    14:30        16:00 

 

 
一般参加者 

受   付 【開会式】 

【表彰式】 

休憩 

【記念講演】 
受賞者 

受 付 

受賞者

打合せ 

 

 
【受賞伝達式】 

 

【２日目】１１月２２日（金） 

9:00  9:30              12:00  13:00              15:30 

受付 【課題別研究協議会】（５課題） 
昼食 

休憩 

【課題別研究協議会】（５課題） 

全国学校保健会中央大会 

 

８ 参加対象者   

（１）幼稚園、認定こども園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育 

学校、特別支援学校の校（園）長、副校（園）長、教頭、主幹教諭、保健主事、 

養護教諭、保健体育科教諭、安全担当教諭、その他の教職員 

（２）学校医、学校歯科医、学校薬剤師 

（３）教育委員会の学校保健・学校安全関係職員 

（４）学校保健会事務局の職員 

（５）ＰＴＡ会員、その他都道府県・指定都市・中核市教育委員会で適当と認めた者 

 

９ 資料代  ３，０００円 

 

10 関係団体が主催する行事 

（１）第５０回全国学校保健・学校医大会  令和元年１１月２３日（土） 

（２）第６９回全国学校歯科医協議会    令和元年１１月２１日（木） 

（３）第６９回全国学校薬剤師大会     令和元年１１月２１日（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 



11 全体会及び課題別研究協議会・全国学校保健会中央大会会場 

【１日目】令和元年１１月２１日（木）全体会・受賞伝達式 

内   容 会   場 

全体会（開会式・表彰式・記念講演） 
大ホール 

（ホール棟 １Ｆ） 

受賞伝達式（学校保健表彰） 
小ホール 

（ホール棟 ２Ｆ） 

受賞伝達式（学校安全表彰・学校安全ボランティ

ア活動奨励賞） 

国際会議室 

（ホール棟 ４Ｆ） 

 

【２日目】令和元年１１月２２日（金）課題別研究協議会・全国学校保健会中央大会 

 ＜午前の部＞ ９：３０～１２：００（９：００開場） 

内   容 会   場 

第１課題（学校経営と組織活動） 
市民ホール ４０１・４０２ 

（ビル棟 ４Ｆ） 

第２課題（保健管理） 
小ホール 

（ホール棟 ２Ｆ） 

第３課題（心の健康） 
第１展示場 

（ビル棟 Ｂ１Ｆ） 

第５課題（歯・口の健康づくり） 
国際会議室 

（ホール棟 ４Ｆ） 

第 10課題 

  （関係機関等との連携による安全の体制整備） 

市民ホール ４０３・４０４ 

（ビル棟 ４Ｆ） 

 

 ＜午後の部＞１３：００～１５：３０ 

内   容 会   場 

第４課題（現代的健康課題） 
第１展示場 

（ビル棟 Ｂ１Ｆ） 

第６課題（学校環境衛生） 
市民ホール ４０１・４０２ 

（ビル棟 ４Ｆ） 

第７課題（喫煙、飲酒、薬物乱用防止教育） 
小ホール 

（ホール棟 ２Ｆ） 

第８課題（学校事故防止対策） 
国際会議室 

（ホール棟 ４Ｆ） 

第９課題（教科等における安全教育） 
市民ホール ４０３・４０４ 

（ビル棟 ４Ｆ） 

全国学校保健会中央大会 
第３・４展示場 

（ビル棟 Ｂ１Ｆ） 

             ※参加希望人数により、会場を変更する場合があります。 

 

 

 



12 大会会場（ソニックシティ）へのアクセスについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔別表〕令和元年度全国学校保健・安全研究大会 課題別研究協議会 
課 題 研 究 協 議 題 研究協議題設定の趣旨 研 究 協 議 の 内 容 

第

１

課

題 

学
校
経
営
と
保
健
組
織
活
動 

心豊かにたく
ましく生きる力
を育むための特
色ある学校経営
と組織活動の進
め方 

 心豊かにたくましく生きる力を
育てるためには、児童生徒の発達の
段階を考慮して学校教育活動全体
で取り組む必要がある。 
 そのため、学校経営の進め方と保
健主事等の果たす役割並びに学校、
家庭及び地域社会が一体となった
組織活動の効果的な取組について
協議する。 

① 健康教育を中核とした学校
経営の進め方について 

② 保健主事を核として推進す
る健康教育の進め方について 

③ 学校、家庭及び地域社会が
連携した学校保健委員会の効
果的な取組について 

第

２

課

題 

保
健
管
理 

生涯を通じて
健康の保持増進
を目指す学校、家
庭及び地域との
連携を図った保
健管理の進め方 

 生涯にわたり心身ともに健康な
生活を送るためには、ヘルスプロモ
ーションの理念を生かし、学校や地
域の実態、個々の子供に応じた対応
を図る必要がある。 
そのため、学校での適切な保健管

理の進め方について協議する。 

① 適切な健康診断の実施と事
後措置の進め方並びに結果の
活用について 

② ヘルスプロモーションの考
え方を生かした指導や保健管
理の進め方について 

③ 感染症・食中毒等の予防及
び発生時の対応について 

第

３

課

題 

心
の
健
康 

豊かな人間性
と社会性を育み、
心の健康の保持
増進を目指す教
育の進め方 

 自然災害や重大な事件・事故の発
生に伴う子供の心のケアや、友人や
家族などの人間関係の悩みなど、メ
ンタルヘルスに関する問題が多様
化している中、これらの問題への適
切な対応が求められている。 
 そのため、心の健康づくりを目指
した教育活動や校内外の組織体制
づくりの進め方について協議する。 

① 児童生徒の課題に即した心
のケアや健康相談の進め方に
ついて 

② 心の健康づくりを目指した
教育活動の展開と環境整備等
の進め方について 

③ 学校、家庭及び地域の関係
機関との連携を図った心のケ
アの進め方について 

第

４

課

題 

現
代
的
健
康
課
題 

 多様化する現
代的健康課題に
適切に対応する
ための保健活動
の進め方 

 

現代的な健康課題への対応にあ
たり、年齢や生活環境などに応じ
て、運動、食事、休養及び睡眠の調
和のとれた生活を続ける必要があ
る。 
そのため、生涯にわたり健康を保

持増進するための望ましい生活習
慣づくりに関する指導の進め方に
ついて協議する。 

 
 

① 発達の段階に応じた望まし
い生活習慣づくりの進め方に
ついて 

② 各教科、特別活動及び総合
的な学習の時間等との関連を
図った指導の進め方について 

③ 学校、家庭及び地域社会が
連携した望ましい生活習慣づ
くりに関する指導の進め方に
ついて 

第

５

課

題 

歯
・
口
の
健
康
づ
く
り 

 生涯にわたる
健康管理の基盤
となる歯・口の健
康づくりの進め
方 

 生涯にわたる健康づくりを実践
するためには、自分の歯や口の健康
に関心をもち、自分の課題を把握
し、解決していくことができる資質
や能力を育てることが大切である。 
 そのため、歯・口の健康づくりを
目指した学校歯科保健活動の進め
方について協議する。 

① 歯科健康診断の効果的な実
施と結果等を活用した健康教
育の実施について 

② 各教科、特別活動及び総合
的な学習の時間等との関連を
図った指導計画の作成、実施、
評価及び改善について 

③ 学校、家庭及び地域社会が
連携した学校歯科保健活動の
進め方について 

 



課 題 研究発表者 講師・指導助言者（コーディネーター） 

第

１

課

題 

学
校
経
営
と
保
健
組
織
活
動 

① 埼玉県蕨市立東中学校 
   校 長   佐 藤 恵 子 

 
 
○講  師 
  宇都宮大学教育学部 
   准教授  久 保 元 芳 
 
○指導助言者（コーディネーター） 
  秋田県秋田市立広面小学校 
   校 長  星 野 和 貴 
 

② 愛知県立豊橋聾学校 
   保健主事  伊 藤  剛 

③ 茨城県潮来市立日の出小学校 
   教 諭   長谷川 小 夜 

第

２

課

題 

保
健
管
理 

① 鹿児島県立薩南工業高等学校 
   養護教諭  森 田 隆 子 

 
 
○講  師 
  びわこ学院大学 
   教 授  岩 崎 信 子 
  
○指導助言者（コーディネーター） 
  北海道札幌市教育委員会 
  指導主事  半 澤 郁 子 

② 埼玉県毛呂山町立川角中学校  
   養護教諭  齋 藤 美 穂 

③ 東京都板橋区立高島第一中学校 
   主任養護教諭  熊 谷 雅 子 

第

３

課

題 

心
の
健
康 

① 兵庫県立西宮南高等学校  
   養護教諭  富 田   操 

 
 
○講  師 
  跡見学園女子大学 
   教 授  松 嵜 くみ子 
 
○指導助言者（コーディネーター） 
  神奈川県川崎市教育委員会 
   指導主事  田 中 理 恵 

 

② 埼玉県上尾市立大石小学校 
   養護教諭  喜 多 美 雪 

③ 群馬県太田市立太田中学校 
   養護教諭  清 水 雅 世  

第

４

課

題 

現
代
的
健
康
課
題 

① 岐阜県立岐山高等学校 
   養護教諭  岩 佐 恭 子 

 
 
○講  師 
  仙台大学体育学部 
   教 授  小 浜   明 
 
○指導助言者（コーディネーター） 
  埼玉県春日部市立川辺小学校 
   校 長  鈴 木 美 江 
 

② 埼玉県三郷市立早稲田中学校  
   主幹教諭  菅 野 恒 典 

③ 千葉県君津市立久留里小学校 
   養護教諭  中 澤 恵津子 

第

５

課

題 

歯
・
口
の
健
康
づ
く
り 

① 神奈川県立茅ケ崎養護学校 
   総括教諭  一 瀬 恵 理  

 
 
○講  師 
  日本学校歯科医会 
   副会長  柘 植 紳 平 
 
○指導助言者（コーディネーター） 
  愛知県立瀬戸高等学校 
   校 長  丸 山 洋 生  

② 栃木県宇都宮市立鬼怒中学校 
   養護教諭  棚 原 梨 紗 

③ 埼玉県羽生市立新郷第二小学校  
   養護教諭  熊 木 和 美 

 



 
課 題 研 究 協 議 題 研究協議題設定の趣旨 研 究 協 議 の 内 容 

第

６

課

題 

学
校
環
境
衛
生 

 快適な学校環境
づくりを目指す学
校環境衛生活動の
進め方 

 快適な学習環境をつくるため
には、環境衛生活動の充実を図
るとともに、教職員及び児童生
徒が学校における環境衛生につ
いて関心を持つことが必要であ
る。 
 そのため、学校環境衛生基準
を踏まえた学校環境衛生活動の
進め方について協議する。 

① 計画的・組織的な学校環境
衛生活動の実施と事後措置に
ついて 

② 学校環境衛生管理の徹底を
図るための取組について 

③ 学校薬剤師との連携による
学校環境衛生の取組について 

第

７

課

題 

喫
煙
、
飲
酒
、
薬
物
乱
用 

防
止
教
育 

 安全で豊かな社
会と健康を守り育
てるための喫煙、
飲酒、薬物乱用防
止教育の進め方 

近年、青少年の喫煙や飲酒、薬
物乱用が広がりをみせ、依然と
して深刻な状況にあることか
ら、安全で豊かな社会と自らの
健康を守り育てるための教育を
充実する必要がある。 
そのため、発達の段階に即し、

喫煙や飲酒、薬物乱用の防止教
育を推進する方法について協議
する。 

 

① 喫煙、飲酒、薬物乱用防止教
育に関する指導計画の作成、
実施、評価及び改善について 

② 小学校、中学校、高等学校に
おける喫煙、飲酒、薬物乱用防
止教育の進め方について 

③ 学校、家庭及び地域社会が
連携した喫煙、飲酒、薬物乱用
防止教育の進め方について 

第

８

課

題 

学
校
事
故
防
止
対
策 

事件や事故、災
害を未然に防ぐ事
前の危機管理や発
生時の適切な対応
について 

 学校事故を未然に防ぐために
は、日本スポーツ振興センター
災害共済給付データを活用した
事故分析手法を各学校で生かす
とともに、同センターの調査研
究についての理解を深める必要
がある。 
また、事故検証やそれに基づ

いた再発防止策の立案と実施、
継続、情報発信等の方法につい
て協議する。 

① 日本スポーツ振興センター
の災害共済給付データを活用
した安全対策について 

② 事件や事故、災害の検証に
基づいた再発防止対策の在り
方について 

③ 事件や事故、災害発生時の
適切な対応の在り方について 

第

９

課

題 
教
科
等
に
お
け
る
安
全
教
育 

 発達の段階に応
じた効果的な安全
教育について 

 生涯にわたり安全な生活を送
るためには、自他の生命尊重の
理念を基盤として、進んで安全
で安心な社会づくりに貢献でき
る資質や能力を育成する必要が
ある。 
 そのため、発育発達の段階に
おける特徴を考慮しつつ、効果
的な安全教育の進め方について
協議する。 

① 安全で安心な社会づくりへ
の参画を意識し、自らの責任
を自覚して行動する生徒の育
成について 

② 的確な判断のもと主体的に
行動し、地域の安全活動等に
参加する生徒の育成について 

③ 自らの安全を守るために主
体的に行動し、他の人々の安
全にも気配りができる児童の
育成について 

第 

10 

課 

題 

関
係
機
関
等
と
の
連
携
に 

よ
る
安
全
の
体
制
整
備 

 学校・家庭・地域
が連携した効果的
な安全体制整備の
在り方と通学路に
おける安全確保の
方策について 

 

 学校安全体制を充実させるた
めには、校内体制を整備すると
ともに、関係機関や地域ボラン
ティア等との連携を深めること
が重要である。 
そのため、学校、家庭及び地域

社会が連携した効果的な安全体
制整備や安全確保方策の在り方
について協議する。 

① 学校安全充実のための効果
的な校内体制の在り方につい
て 

② 関係機関や地域ボランティ
ア等との連携による防犯・交
通安全の体制整備について 

③ 関係機関や保護者・地域住
民等との連携による災害安全
の体制整備について 

 



課 題 研究発表者 講師・指導助言者（コーディネーター） 

第

６

課

題 

学
校
環
境
衛
生 

① 埼玉県熊谷市立妻沼西中学校 
   校 長   齋 藤 健 一 

 
 
○講  師 
  法政大学スポーツ健康学部 
   教 授  鬼 頭 英 明 
 
○指導助言者（コーディネーター） 
  福岡県教育庁教育振興部  
  保健給食係  
   技術主査  竹 石 倫 子 

② 山口県立下関双葉高等学校 
   養護教諭  川 原 眞由美 

③ 広島県薬剤師会 
   常務理事  平 本 敦 大 

第

７

課

題 

喫
煙
、
飲
酒
、
薬
物
乱
用 

防
止
教
育 

① 埼玉県立大宮高等学校 
   教 諭   伊 東 和 矢 

 
 
○講  師 
  兵庫教育大学大学院 
  学校教育研究科  
   教 授  西 岡 伸 紀 
 
○指導助言者（コーディネーター） 
  青森県青森市立千刈小学校  
   校 長  越 田   強 

 

② 山梨県富士吉田市立富士小学校 
   養護教諭  大 谷 裕 美 

③ 島根県立矢上高等学校  
   教 諭   小 泉 育 代 

第

８

課

題 

学
校
事
故
防
止
対
策 

① 日本スポーツ振興センター学校安全部
   安全支援課長  田 中 文 人 

 
 
○講  師 
  学校安全教育研究所  
   代 表  戸 田 芳 雄 
  
○指導助言者（コーディネーター） 
  全国学校安全教育研究会会長 
 （葛飾区立柴又小学校校長） 

        木 間 東 平 

② 宮崎県川南町教育委員会 
   教育対策監  肝 付 正 籍 

③ 岩手県文化スポーツ部スポーツ振興課
   主査スポーツ振興専門員 
          小野寺 丈 晴 

第

９

課

題 
教
科
等
に
お
け
る
安
全
教
育 

① 静岡県立松崎高等学校 
   教 諭   植 松 聖 陽 

 
 
○講  師 
  東北工業大学教職課程センター
 教 授  小 川 和 久 

 
○指導助言者（コーディネーター） 
  宮城県教育庁スポーツ健康課 
  課長補佐  村 岡  太 

② 熊本県立八代工業高等学校 
   校 長   江 藤 義 英 

③ 埼玉県さいたま市立慈恩寺小学校 
   教 諭   松 島 大 樹 

第 

10 

課 

題 
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係
機
関
等
と
の
連
携
に 

よ
る
安
全
の
体
制
整
備 

① 大阪府立中央聴覚支援学校 
   校 長   北 口 直 樹 

 
○講  師 
  高知県教育委員会事務局 
  学校安全対策課  
   企画監  吉 門 直 子 
 
○指導助言者（コーディネーター） 
  秋田県教育庁保健体育課 
  防災教育・安全班  
   副主幹(兼)班長  
        安 田 知 明 
 

② 埼玉県秩父市立南小学校 
   主幹教諭  飯 島 克 行 

③ 長野県辰野町立辰野中学校    
   教 諭   堀 川 隆 義  

 


